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第８章 主要指標 
 

１．目標人口 
 
本市の人口は、特に年少人口（15 歳未満）と生産年齢人口（15 歳以上 65 歳

未満）が減少傾向にあり、今後も減少傾向が続くことが予想され、本構想の目標年

次である平成 33 年（2021 年）には、約 161,000 人になる見通しです。 

このような人口減少が予想される中で、今後「みんなで築く 活力と交流による

元気都市」の実現を目指すためには、産業振興や企業誘致、地域ブランド化の推進

等による雇用の確保など、若年者の流出を防止するための対策に戦略的・積極的に

取り組む必要があります。 

そこで、このような取組を進めることにより定住人口の増加を図り、平成 33 年

（2021 年）における目標人口は、16５,000 人とします。 
 

■本市の将来人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H20.12 国立社会保障・人口問題研究所） 
 

■本市年齢 3区分の将来人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H20.12 国立社会保障・人口問題研究所） 
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【推計方法】 
※将来人口については「国立社会保障・人口問題研究所」による推計結果を用いている。（上グラフ） 

※同研究所による 5 年ごとの推計結果を基に、目標年次（平成 33 年）の推計値を算出している。 

修正案 


